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京都府綾部市井倉町梅ヶ畑20番地／日東精工株式会社経営企画室発行

～まずは、材木会長にお聞きします。2013年3月か
ら代表取締役社長を務められてきました。この10年
間、どんなふうに会社をかじ取りされてきたのか、
簡単に振り返っていただけますか？
　まず、私が大事にしていることは「弥

いや

栄
さか

経営」で
す。急激でなくてもいいけれど、昨日よりも今日、
今日よりも明日というように、日々よくなることを
目指してきました。この日々、成長を続ける会社の
姿を社会から正しく評価していただくことが、社員
の誇りにもつながり、モチベーションアップにもつ
ながります。なによりも人、人財が大切ですから、
従業員の満足度を上げていかなければいい仕事にも
つながっていきません。
　当社が本社をおく綾部はグンゼさんが127年前に
創業したところで、創業者の波多野鶴吉さんは「表
から見れば工場。裏から見れば女学校」といわれる
ほど女子教育、人財教育に力を入れられたわけです。

「グンゼのおかげで女子の雇用は生まれた。今度は
男性の雇用創出を」という地元の要請で創立された
のが日東精工ですから、グンゼさん同様に、当社も
創業時から人財教育には力を入れておりました。会
社の理念「我らの信条」のなかには〈我らはよい貢
献をする。我らが日々の務めにいそしむことの出来
るのも社会の恩恵による。感謝の心を仕事に活かし
て社会に貢献する〉という言葉があります。
　実際、当社ではこの理念を形にしていけるような

人財育成制度をもうけたり、あるいは「綾部工業研
修所」、これは地元の技術者を育てていく教育機関
ですが、この「綾部工業研修所」を自社社員のため
だけでなく広く一般に門戸を開いたり……先達が人
を大切にする、地域を大切にする礎をしっかりと築
き、つなげてくれきたのです。
　ただ「灯台もと暗し」というように、この伝統が
当たり前、身近になり過ぎて、そのよさを意識する
ことが少なくなっていたことも否めませんでした。
幸いなことにご縁あって、2014年に当社の人財教育
を『人生の「ねじ」を巻く77の教え』という書籍に
著すことができ、外部から高く評価をいただくこと
ができました。
　情報が氾濫し、多様な価値が求められる今の時代
は、いくらよいものをつくっても、黙っていれば世
の中に知られることなく埋没していきます。自分た
ちの技術、製品、企業姿勢を正しく発信していくこ
とが大切で、それらが外から評価されれば自ずと励
みにもなりますし、次への改善へとつながります。
　当社は企業間取引・B to Bの会社であり、取引先

3月30日の株主総会により材木正己代表取締役会長（兼CEO）と
荒賀誠代表取締役社長（兼COO）が選任されました。新たな経営体制のもと、
2023年度からの3か年の中期経営計画「Mission G-second」を推進し、
より一層の成長基盤の強化と収益性の向上を図るものです。
今号のニュースレターでは新会長、新社長の抱負をご紹介していきます。

材木正己代表取締役会長（兼CEO）と
荒賀誠代表取締役社長（兼COO）の
新しい体制になりました

材木正己代表取締役会長（左）と
荒賀誠代表取締役社長
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様との関係を良好にしていれば十分であるという考
えもあります。確かに狭い地域、あるいは日本のな
かだけでならそれで成り立たせることができるかも
しれません。けれど私どもは長期経営計画で『世界
中で認められ、求められるモノづくり「ソリューシ
ョングループ」を目指す』を標榜しています。社会、
国際社会の模範となることを目指しているわけです。
～旭日双光章を受賞されましたが、そういった取り
組みが国から評価されたということですね。
　本当にありがたいことで光栄に存じます。これは
やはり創業85年、諸先輩が築いてくれた礎、そして、
当社を支援してくださる方々、今いる従業員一人ひ
とりの努力の集大成だと思っています。
　2015年に総務省の太田直樹総務大臣補佐官（当
時）が当社をたずねてくださり、総務省の広報誌

「総務省（MIC）」で地方創生を牽引する企業として、
いのいちばんで当社のことを取り上げていただきま
した。また翌2016年には経済産業省から「コネクタ
ーハブ（地域に雇用を生み出し、地域と他地域をつ
なげる）企業」のモデル企業にしていただきました。
こういう評価をいただくことは、逆にいえば、常に
よりよいものへと更新していかなければならないと
いうことでもあり、そこから好循環が生まれます。
　経済産業省と東京証券取引所が「健康経営銘柄」
や「なでしこ銘柄」を選定しています。これは上場
企業のなかで、とくに働き方改革や女性活躍を推進
している企業を評価するものですが、昨年2022年
は上場4000社近くあるなかで、二つの銘柄認定を同
時に受けているのはわずか 9社です。そして、じつ

はそのなかの一つが日東精工なのです。
　ま た 最 近 で は 当 社 の 特 例 子 会 社「日 東 精 工
SWIMMY」が厚生労働大臣から「もにす認定」を
受けました。「もにす」は、企業と障がい者が明る
い未来や社会に共に進む（ともにすすむ）ことを促
進する認定制度で、当社グループの障がい者雇用促
進が評価されたものです。
　売上高や従業員数でいえば、上をいく企業はたく
さんありますが「山椒は小粒でぴりりと辛い」、当
社が社会貢献へのいい意味でのスパイスになればと
願っています。

～そういった社会貢献はしっかりした経営基盤があ
ってこそと、常々おっしゃっています。
　そうですね。冒頭にも申し上げましたが、弥栄経
営、今日のベストは明日のベター、日々、ベストを
更新することを願い、それを実現してきました。こ
こでは経営の細々としたことをご紹介できませんが、
役員や幹部社員には「漁業理論」を説いています。
釣りたい魚があっても、その漁場にそもそもその魚
がいるのか、魚がいても餌は合っているのか、釣り
竿は合っているのか、釣りの時間帯はどうなのか、
そもそも釣りのスキルがどれくらいなのか……、そ
ういったきめの細かい対応がビジネスには必要です。
　変化をおそれない、チャレンジすることを大切に
してきました。ベースにあるのは「お客様満足度
120％の追求」であり「Win-Win」の関係です。相
手が求めることの先、半歩先を常に考える、また、
自分たちだけが利益を得るのではなく、皆が幸せに
なる、皆で喜びを分かち合うのが基本です。
　昨年末に『Newsweek』の国際版で当社のことが
紹介されました。人口3万の地方都市にある従業員
2000人ほどの会社がなぜ取り上げられることにな
ったかといえば、ねじというニッチな世界だけれど、
伸びしろ、期待値が高いということに注目されたか
らです。自動車分野ではこれからますますEV化が

材木正己（ざいき まさみ）
1950年京都府生まれ。1971年
日東精工に入社。2011年3月
代表取締役常務、2013年3月
代表取締役社長、そして2023
年3月代表取締役会長（CEO）
に就任。京都府から2018年
「京都府産業功労者」表彰。
2021年「旭日双光章」受賞

2021（令和3）年秋の叙勲
で「旭日双光章」を受
章。写真は国璽（国家
の表徴として押される
印）がある位記と勲章
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進みますが、それは当社の得意分野の技術をさらに
生かせることでもあります。
　 ファスナー、産機、制御の3事業が連携して、ト
ータルで締結分野の問題解決・ファスニングソリュ
ーション対応ができるのは世界広しといえ、日東精
工をおいてほかにありません。「案外、気づいてい
ないけれど、会社のなかでいちばんになるというこ
とは、世界でのトップになることだよ」と社員に檄
を飛ばすことにもなるのです。
～これからは代表取締役社長から代表取締役会長と
して、日東精工に関わっていかれるわけですが、会
長としての抱負をぜひお聞かせください。
「弥栄経営」を実践する形で成長戦略を実現してき
ました。今後も引き続き会長兼CEOという立場で

経営に携わっていきたいと思います。また次世代経
営者を育てるのもトップの役目だと考えていますの
で、実質的なかじ取りは荒賀誠新社長をはじめ、取
締役、執行役員で進めてもらい、大局的なところで
サポートしていければと考えています。
　昨年秋に綾部市商工会議所の会頭に就任しました
が、じつはそれ以外にも綾部市内でいえば綾部防火
防犯協会の会長、綾部鉄工工業協同組合の理事、そ
れからあやべバラ会の会長なども務めていますし、
京都経営者協会副会長、京都工業会の常任理事など
の役も担っており、土日休みなく働いています。こ
ういったネットワークを大切に広げ、その人脈や情
報を日東精工にフィードバックすることで当社の価
値向上に貢献していければと思っています。

2013年

材木正己代表取締役社長就任

タイに産業用機械の販売会社設立

インドネシアにグループ品の輸入販売会社を設立

2014年

書籍『人生の「ねじ」を巻く77の教え』をポプラ社から刊行、
多くのメディアから取材を受ける
NHKラジオ「ラジオ深夜便」長時間インタビュー

受験生応援ねじプレゼントキャンペーン開始（以後、毎年度実施）

2015年 ニュースレター創刊。総務省の広報誌で大臣秘書官と対談

2016年

JAXAの月面地盤調査に「ジオカルテ」が協力することが決定

経済産業省「コネクターハブ企業」のモデルに選定

アメリカテネシー支店（産業用機械販売拠点）開設

ファスナー事業60周年
万華鏡ミュージアムとコラボ「ねじ万華鏡」

協栄製作所を子会社化

2017年 京都R＆Dセンター開設、広島営業所、韓国支店開設

2018年

伸和精工を子会社化

アメリカ支店を現地法人へ改組

グローバルQC改善発表会開催、
各国現地法人から選抜メンバーが来日し、改善活動を発表

代表取締役社長材木正己 京都府産業功労者表彰

2019年

長期経営ビジョンを策定、
新中期経営計画「NITTOSEKO Mission“G”」も策定

厚生労働省から女性活躍推進企業として「えるぼし」三つ星認定

材木正己著『絆経営で目指す新しい地方創生』が扶桑社から発刊

2019年

「あやべ・日東精工アリーナ」ネーミングライツ契約締結

日東精工グループのロゴの刷新

ねじ締めドライバが欧州安全規格CEマーキングに適合

中国の現地法人NPS社が広州支店開設

2020年

障がい者雇用の特例子会社「日東精工SWIMMY」を設立

三菱ケミカルから株式譲渡で「日東精工アナリテック」子会社化

健康経営の取り組みが評価され「健康経営優良法人2020」認定

メディカル新規事業部を発足
医療用照明器「フリーレッド」新発売

2021年

世界初「医療用生体内溶解性高純度マグネシウム材料」（溶ける
ねじ）開発成功

「健康経営銘柄2021」と「健康経営優良法人（ホワイト500）ダブル選定

インドネシア現地法人第2工場が稼働

ねじ締めユニットがユニバーサルロボット社の「UR＋」製品認証
を取得

材木正己代表取締役社長が「旭日双光章」を受賞

あやべ球場の愛称が「あやべ・日東精工スタジアム」

2022年

トランスジェニック社との業務提携でメディカル事業を加速

スポーツ庁から「スポーツエールカンパニー2022」選定

「健康経営銘柄2022」に初選定、「健康経営優良法人2022（ホ
ワイト500）」2年連続選定、女性活躍推進を評価され「なでしこ
銘柄」に初選定

ケーエム精工、ピニングを子会社化

安川電機と「垂直多関節ねじ締めロボット」を共同開発

材木正己代表取締役社長　綾部商工会議所の会頭に選任

2023年 中期経営計画「Mission G－second」を策定

材木正己社長就任期間のTOPICS

材木正己会長の社長就任10年間の当社TOPICS抜粋（ただし、新製品の発売や展示会出展など情報は除く）
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～続いては荒賀代表取締役社長です。まずは新社長
としての抱負をお聞かせください。
　経営理念を大切にして「経営理念の継承と事業の
深化」に取り組んでいきたいと考えています。
　創業以来、経営理念の根底に流れる誠実・信頼・
感謝の心は、自らのキャリアを高め、そして仕事を
通して社会に貢献することを目指すものです。とく
に感謝の心は「自分以外の誰かのために」なるよう
な取り組みを行うものであります。経営理念を継承
しそのうえで事業活動を深化させる、そのことが当
社らしい会社づくり、しいてはサステナビリティに
つながると考えています。ですから今まで材木会長
が取り組まれてきたことを継承し、事業経営を深化
させることを進めていく所存です。
　10年前、創立75周年のときに「技術開発の歩み」
という技術年表をつくりましたが、その裏表紙に９
つのフレーズが掲載されています。

技術で勝ち続ける日東精工
社員のクオリティが高い日東精工
豊かな感性から独創的な発想が溢れる日東精工
取り組んだ成果が出るまであきらめない日東精工
コストダウンを美学と考えている日東精工
仕事にやりがい、生きがいの感じられる日東精工
地域の人から尊敬され感謝されている日東精工
お客様からも礼を言われることが多い日東精工
自分で自分の会社が誇りに思える日東精工

　10年前に記されたこれらのフレーズは今も色褪せ
ることなく、これからも引き継がれていく言葉。い
わば当社の〈決心〉であり〈約束〉でもあります。
　当社はメーカ（モノづくり）の会社です。「技術開発
の歩み」にもさまざまな開発事例が紹介されていま
す。半世紀以上、常に改良を重ねて今も愛されロング
セラーになっているものがある一方で、製品化に至
らなかったものもあります。あるいは製品化されて
も時代とともに淘汰されていったものもあれば、長
い時間をかけてようやく形になったものもあり、こ
れら一つひとつの開発ストーリーが日東精工という
会社の礎となっています。技術開発者、研究者、あ
るいは彼らをサポートしてきた営業や管理部門も含
め、多くの人の努力、苦心のうえに今があるという
ことを肝に銘じています。
　そして当社の人財教育を著した『人生の「ねじ」

を巻く77の教え』のなかには「明日に花咲くつぼみ
を育てよ」がありますが、「今日、花がきれいに咲
き誇っている。しかも明日咲くつぼみもたくさんあ
る」、会社がまさに常にこのような状況であるよう
にしていまいりたいと考えます。
～その花のつぼみは新しい技術や製品ということで
しょうか。つぼみを育てるために具体的にはどのよ
うなことが考えられるのでしょうか。
　もちろんメーカですから、技術開発をして市場に
合った新しい製品を送り出していく、あるいはお客
様の要望を先取りして改良品を提供していくことな
どが第一義ですが、次代を担う若い人を育てていく
ことも大事です。そして材木会長がこれまで設備投
資、研究開発に力を入れられていたことも踏襲して
まいります。
　当社はここ数年、いくつもの大きなM&Aを行っ
てきました。これは中期経営計画の成長戦略にもと
づくものではあるのですが、ただ目先の利益・売上
を上げるためのものではありません。やみくもな拡
大路線とは一線を画します。
　たとえば協栄製作所やケーエム精工では「太モ
ノ」といわれるねじを扱っています。両社が日東精工
グループに加わったことで、精密ねじ・極小ねじを得
意とする日東精工がこれまで弱かったところを補填す
ることになります。お客様に示せる製品のラインナッ
プを増やし、お客様満足度アップにつなげるのはも
ちろんですが、技術協力、技術情報の共有というこ
とによる双方のシナジーを期待できるものです。
　この考えは精密プレスの伸和精工、分析機器の日
東精工アナリテックも同様です。日東精工アナリテ
ックは三菱ケミカルから3年前に株式譲渡を受けた
ものですが、財閥系企業として培われたお客様から
の篤い信用を学べることになりますし、同社は本年
4月1日に日東精工アナリテック ヨーロッパを設立
しましたが（P7ご参照）、これはこれまで北米やア
ジアが主であった当社グループのグローバル戦略の
欧州市場開拓への足掛かりともなります。
　またオープンイノベーション戦略というのでしょ
うか。自社だけでなく、他社や大学などさまざまな
連携のなかで新しい情報や発想を得て、これまでに
はなかった化学反応を起こし新しいものを生み出し
ていくことも大事でしょう。2021年にプレスリリー

4



スしたのでご記憶の方もいらっしゃると思いますが、
京都府、京都府立医科大学、富山大学と当社連携の
コンソーシアムで「医療用生体内溶解性高純度マグ
ネシウム材料」を開発し特許申請をしています。シ
ンプルにいえば「溶ける医療用のねじ」の開発です。
これまで骨折治療などで使われていたねじは完治後
再手術で取り除く必要あり、それが患者さんの負担
になっていたわけですが、その必要がまったくなく
なる世界初の画期的なねじです。現在、臨床試験・
実用化を目指しているところで、今後、当社メディカ
ル事業の柱になることが期待されています。
　このように例を挙げていけば尽きることがなく、
まだ発表できないこともたくさんあるのですが、自
社で、自社グループで、あるいはその他の連携も含
め、いろいろなつぼみを育てて花開かせていければ
と思っていますし、そのための環境整備にも力を入
れてまいります。
～荒賀社長は人事総務分野や広報・マーケティン
グ・経営企画分野など管理部門の経験が長いですし、
企画室時代には『受験生用応援ねじプレゼントキャ
ンペーン』をはじめられたり、ユニークなこともた
くさん実施されています。
　じつはファスナー事業部で営業や品質管理、工場
企画などの仕事も経験しております。ねじをつくっ
ている現場・技術者を間近で見てきましたので、ね
じの魅力をさまざまな形で発信できればという思い
が常にあります。先日まで放映されていたNHKの
朝ドラ「舞いあがれ！」では、ねじやねじ工場にス
ポットが当たり、うれしく思いましたが、これから
ももっともっとねじの大切さ、奥深さを多くの方に
伝えていきたいと思っています。　
「受験生応援ねじ」は9年前に企画ミーティングの
雑談から生まれました。当社の樹脂用ゆるみ止めね
じ「ギザタイト」を集中力持続のシンボルにし、そ
れを受験生にプレゼントするというものです。たま
たまその年に長男が受験を迎えるということもあっ
て実現させたものです（笑）。以来、毎年実施し、
これまで4万人以上の方にご応募いただいておりま
す。当社はB to B企業なので、なかなか一般消費者
の方と接点がないなかで、ねじを身近に感じ、ねじ
の大切さ、奥深さを理解してもらう一助にもなって
います。

　また「ねじ万華鏡」は「京都万華鏡ミュージア
ム」とのコラボで、当社ファスナー事業60周年を記
念してつくったのですが、本社のある綾部の「黒谷
和紙」を包装に取り入れることで、地元の特産を紹
介することにもなりました。工業品のねじが和紙や
万華鏡との出合いで工芸品になりました。
「受験生応援ねじ」も「ねじ万華鏡」もどちらも直
接的な利益をもたらすものではないのですが、地域
とのつながりツール、次世代を応援するツールにな
っていると思います。
　～綾部市の山崎善也市長が人口3万少しのところ
に日東精工という上場プライム企業があるのはあり
がたい、他の地方都市にない大きなアドバンテージ
である旨のことをおっしゃっていました。
　上場企業（プライム）のほとんどが本社を東京など
大都市におくなかで、当社が綾部に本社をおき続け
るのは珍しいとよくいわれるのですが、その一方で、
これからは地方の時代だともいわれます。
　ITや流通の発達で、地方に本社をおくことでの
不自由がどんどん減っています。都会でなければ世
界とつながれないというのはもはや幻想であり、今
後は逆に、地方にあることを強みとしてどんどん世
界とつながっていく、そんな時代になっていくのか
もしれません。マレーシアやインドネシア、台湾な
どの現地法人から研修や人材交流で多くの外国人が
当社綾部の本社に訪れますが、「自分の国にいるよ
り田舎」と彼らに驚かれたりします（笑）。
　未来をつくるにはイノベーションが必要です。そ
してイノベーションは多様な個性が同じ方向に向か
ったときに実現するものです。日東精工グループで

荒賀　誠（あらが まこと）
1968年京都府生まれ。関西
大学社会学部卒業 。1991年4
月日東精工入社。2018年3月
取締役 経営企画室長兼人事
総務部長兼監査部長、2021
年3月代表取締役常務、2022
年３月代表取締役専務、そし
て2023年3月に代表取締役社
長（COO）に就任
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も、すべての従業員がベクトルの向きを同じにして、
目標に向かって進んでいきたいと考えています。年
齢、性別、国籍、学歴、出身地、いろいろな違いを
認め尊重し合える社会であってほしいと思います。
工業用ファスナー（ねじ）、ねじ締め機（ねじ締め
ロボット）、計測・検査機器、分析機器、そしてメ
ディカル分野が、日東精工グループが得意とすると
ころですが、その得意分野を生かして、世界がより
よい方向へ向かっていくためにお役に立てることを
願っています。「シンク・グローバル、アクト・ロ
ーカル(グローバルな視野で考えローカルに合わせ
て行動する)」を実践し、真の意味での「グローカ
ルカンパニー」を目指してまいります。
　綾部の山崎市長はまちづくりをパソコンにたとえ
られることがあります。基本のOS（まちづくりで

いうならば、医療や教育、交通インフラなど）をし
っかり更新せずに古いままにしていると、新しいア
プリ（商工や定住交流、観光などのいろいろな政
策）も動かないとおっしゃいます。
　このたとえを借用して、会社に置きかえるなら、
OSはしっかりした財務体質と評価システムの構築
でしょうか。時代に即した形でこのOSを更新し、そ
のうえでどんどん新しいアプリ（技術やサービス）
を取り入れ、提供していくということでしょう。そ
して山崎市長が綾部市民から長く支持されているよ
うに、日東精工も多くの方々から支持、信頼される
よう努力してまいります。
～ねじはモノとモノだけでなく、モノと人、あるい
は人と人をつなげるといいますが、　荒賀社長も多
くのトップの方がそうであるように、人とのつなが

りをとても大事になさる方ですね。
　これまでの素晴らしい出会いに感
謝しています。ほんとうにたくさん
の方々から学ばせていただきました。
当社の人財教育に40年以上携わって
いただいた経営コンサルタントの故 
蒲田春樹先生からは、さまざまな切
り口で人を育てる大切さを教えてい
ただきました。また歴代の社長から
は経営理念・創業理念を、地元商工
繁栄会、日東協力会の役員からは地
域を大切にする地域振興、地域発展
の思いを、そして先輩OBからは地
元を大切にする郷土愛を学ぶことが
できました。材木会長を近くで見て
きて経営哲学を学び、テレビや新聞、
出版などメディア関係者からは企業
価値を高める大切さを学び、お客様
からも会社の進むべき道を学び、ま
たM&A交渉を通して従業員を大切
にする創業者の思いも学びました。
　たくさんの出会いに心から感謝し、
これからも人のつながりを大切にし
ていきたいと思っています。人に出
会い、そして人を通してさらに人に
出会う、つながっていければと願っ
ています。

Growth #1 
事業拡大戦略

▲

コ
ア
・
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
を
活
か
し
た
事
業
別
成
長
戦
略

▲

お
客
さ
ま
目
線
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
活
動

▲

事
業
拡
大
、経
営
効
率
の
た
め
の
グ
ル
ー
プ
最
適
化

Growth #2
環境戦略

▲

事
業
活
動
全
て
に
お
け
る
環
境
へ
の
対
応

▲

持
続
可
能
な
社
会
に
つ
な
が
る
地
方
創
生
活
動

▲

経
営
改
善
に
つ
な
が
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
強
化

Growth #3
人財戦略

▲

求
め
る
人
財
の
育
成
と
活
用

▲

健
康
で
幸
せ
を
感
じ
る
働
き
や
す
さ
の
追
求

▲

人
権
課
題
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み

Growth #4
財務戦略

▲

資
金
管
理
の
最
適
化
に
よ
る
財
務
体
質
の
向
上

▲

指
標
管
理
に
よ
る
投
資
効
率
の
追
求

▲

Ｑ
Ｃ
Ｄ
向
上
に
つ
な
が
る
Ｄ
Ｘ
の
実
践

経営ビジョン
『世界中で認められ、求められる「モノづくりソリューショングループ」を目指す』

戦略テーマ
４つの成長戦略で持続可能なグループへ

中期経営計画 Mission G-second

インタビュー・構成　蒲田正樹（『驚きの地方創生「京都・あやべスタイル」』著者）

日東精工グループは2019年に10年後のビジョンとして『世界中で認められ、求められる「モノ
づくりソリューショングループ」を目指す』を掲げ、その第1ステージとして4か年の中期経営計画
「NITTOSEIKO Mission “G”」をスタートさせ、事業領域の拡大やグループシナジーの向上を中
心とした取り組みを実践してきました。第2ステージとなる今年度からの中期経営計画「Mission 
G-second」では、Gの意味するGroup's Global Growthを継承し、事業の成長と安定基盤の確立
を重点とする4つの成長戦略を展開してまいります。ステークホルダーから高い信頼と、将来
が期待される持続可能な企業を目指すものです
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ドイツで開催された
「Fastener Fair Global 2023」に出展

波多野製作所（日東協力会）が
「ソーシャル企業認証制度 S認証」

　3月21日から23日までドイツ・シュトゥットガルト
で開催された「Fastener Fair Global 2023」に当社
も出展し、「ギザタイト」「CPグリップ」「ジョイス
タッド（クリンチングスタッドボルト）」「AKROSE

（異種金属接合）」、当社グループ㈱伸和精工の「精
密プレス部品」などさまざまなファスナー製品をヨ
ーロッパの方々へ訴求してまいりました。また国内
では4月12日から14日まで開催された「名古屋 もの
づくりワールド2023」にも出展。5月10日から12日
まで開催される
「未来モノづくり
国際EXPO 2023

（インテックス大
阪）」にも出展予
定です。

「日東協力会」に加入している波多野製作所の防
災・減災の事前対策が評価されこの度、中小企業庁
の「事業継続力強化計画」の認定を受けました。ま
た同社は（一社）ソーシャル企業認証機構からは

「ソーシャル企業認証制度 S 認証」も受け、 “世のた
め人のため”に取り
組む企業として認証
されています。協力
会社の取り組みが公
的機関から高く評価
されることは、当社
にとっても喜ばしい
ことであると同時に
励み・刺激にもなっ
ています。

2022年12月期決算説明会を、
「会場」＆「Web」で開催しました

日東精工アナリテックが
ドイツに子会社を設立

　3月1日、東京、日本橋にある日本投資環境研究所
にて、2022年12月期の決算説明会を開催しました。
　当社代表取締役社長長材木正己が証券会社や機関
投資家、メディアの方々に決算内容をご報告すると
ともに、新しい中期経営計画「Mission G-second」
の概要を説明しました。当社では事業の成長と安定
基盤の確立を重点とする4 つの成長戦略で、ステー
クホルダーから篤く信頼され、将来を期待される持
続可能な企業を目指してまいります。
　なおこの決算説明会はオンラインでも開催したほ
か、3月7日と9日には当社代表取締役専務の荒賀誠
が事前予約受付のうえ、個別取材対応をしました。

　連結子会社である日東精工アナリテック㈱が新た
に子会社（日東精工アナリテック ヨーロッパ）を
設立し、4月1日から営業を開始しました。日東精工
アナリテックの各種分析機器は世界中から高く評価
されており、世界約80か国の代理店を通じて販売し
ています。とくに欧州においては需要が高く、更な
る事業の拡大が期待されることから、ドイツ・デュ
ッセルドルフを拠点とした当該子会社を設立し、充
実した販売・サービスの強化を図っていくものです。
欧州は、日東精工グループの事業拡大を目指すうえ
でも重要な地域であり、本件を起点として、グルー
プの更なる事業展開を目指します。

※社長の人事異動で材木は代表取締役会長、
　荒賀は代表取締役社長となりました

名称 Nittoseiko Analytech Europe GmbH

所在地 Merowingerplatz 1a, 
40225 Duesseldorf, Germany

代表者の
役職・氏名 代表者 林 薫・石丸元国

事業内容 分析機器・計測機器の輸入販売、
技術サービスおよびアプリケーション開発

資本金 385千ユーロ
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f r o m 社 長 室 正 己 語 録

きょうもまた、きのうにまさる人となりたし

で
き
る
か
ら
な
ん
で
す
。
頑
丈
や

け
ど
し
な
や
か
で
、
た
だ
の
壁
と

は
違
う
ん
や
っ
て
、
私
に
も
発
見

が
あ
り
ま
し
た
」
と
い
う
説
明
が

心
に
響
い
た
の
で
し
ょ
う
か
、

「
ふ
だ
ん
気
に
と
め
も
し
な
い
金

網
に
も
発
見
が
あ
る
の
で
す
ね
」

と
相
手
も
身
を
乗
り
出
す
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。

　

ま
さ
に
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
も
発

見
が
あ
る
こ
と
、
つ
く
る
喜
び
、

知
る
喜
び
が
あ
る
こ
と
を
象
徴
す

る
シ
ー
ン
で
し
た
。　

☆

　

と
こ
ろ
で
当
社
の
創
業
理
念
を

解
説
す
る
「
我
ら
の
道
」
と
い
う

小
冊
子
に
は
、「
神
に
問
い
、
人
に

学
び
て
、
き
ょ
う
も
ま
た
、
き
の

う
に
ま
さ
る
人
と
な
り
た
し
」
と

い
う
短
歌
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
知
識
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
な

か
で
、
知
識
を
求
め
る
う
え
で
必

要
な
も
の
は
「
謙
虚
の
精
神
」
で

あ
る
と
し
、「
謙
虚
と
は
己
を
空む

な

し
う
し
て
、
他
か
ら
学
ぼ
う
と
す

る
精
神
で
あ
る
。
己
を
空
し
う
す

る
と
は
、
先
輩
は
先
輩
た
る
こ
と

月
ま
で
放
映
さ
れ
て
い
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ

小
説
「
舞
い
あ
が
れ
！
」
の
ヒ
ロ

イ
ン
の
実
家
は
、
東
大
阪
の
ね
じ

工
場
で
し
た
。
工
場
壁
面
に
掛
け

ら
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
小
さ
な
ネ

ジ
の
、
大
き
な
夢
」
が
映
る
た
び

に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、

先
日
は
ね
じ
だ
け
で
な
く
、
モ
ノ

づ
く
り
の
喜
び
や
発
見
を
再
認
識

で
き
る
シ
ー
ン
が
流
れ
て
い
て
、

と
て
も
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

金
網
を
つ
く
る
工
場
が
需
要
減

少
で
閉
鎖
寸
前
に
追
い
込
ま
れ
て

い
る
の
を
救
う
た
め
に
「
地
元
の

人
た
ち
に
地
元
の
高
い
技
術
を
知

っ
て
も
ら
い
、
モ
ノ
づ
く
り
の
可

能
性
を
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
ヒ
ロ

イ
ン
が
奔
走
し
ま
す
。
そ
し
て
自

分
自
身
も
新
た
に
金
網
の
こ
と
を

勉
強
し
、
新
し
い
製
品
を
開
発
し

て
提
案
の
機
会
を
得
る
の
で
す
。

最
初
は
そ
っ
け
な
い
対
応
を
し
て

い
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
相
手

だ
っ
た
の
で
す
が
、
ヒ
ロ
イ
ン
の

熱
い
言
葉
、「
金
網
っ
て
お
も
し

ろ
い
ん
で
す
。
安
全
を
守
れ
る
の

は
形
を
変
え
て
シ
ョ
ッ
ク
を
吸
収

先

を
忘
れ
て
、
後
輩
の
言
う
こ
と
に

も
耳
を
傾
け
る
態
度
で
あ
る
」
と

続
き
ま
す
。
そ
の
う
え
で
前
述
の

短
歌
を
紹
介
し
、「
競
争
相
手
は
、

昨
日
の
我
で
あ
っ
て
他
で
は
な
い
。

他
は
皆
わ
が
師
で
あ
る
」
と
結
ん

で
い
ま
す
。　

　

自
社
の
冊
子
を
取
り
上
げ
る
の

は
手
前
み
そ
で
も
あ
る
の
で
す
が
、

私
自
身
も
「
謙
虚
」
で
あ
り
た
い

と
願
い
そ
れ
を
実
践
す
る
よ
う
に

し
て
き
ま
し
た
。「
実
る
ほ
ど
こ

う
べ
を
垂
れ
る
稲
穂
か
な
」
と
い

う
こ
と
わ
ざ
も
あ
り
ま
す
が
、
い

く
つ
に
な
っ
て
も
、
ど
ん
な
立
場

に
な
っ
て
も
、
謙
虚
に
教
え
を
乞

う
と
い
う
姿
勢
が
あ
っ
て
こ
そ
、

い
ろ
い
ろ
な
発
見
が
得
ら
れ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
「
謙
虚
」
を
「
遠
慮
」
と

か
「
控
え
め
」
な
ど
と
は
き
違
え

る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
注

意
し
た
い
も
の
で
す
。
ビ
ジ
ネ
ス

な
ど
の
場
合
は
と
く
に
そ
う
で
す

が
、
何
か
の
役
に
推
挙
さ
れ
「
私

よ
り
も
っ
と
相
応
し
い
人
が
い

る
」
と
か
「
そ
の
荷
を
負
う
ほ
ど

の
も
の
で
は
な
い
」
と
断
る
の
は
、

64

謙
虚
の
よ
う
で
い
て
じ
つ
は
不
誠

実
、
無
責
任
と
心
得
た
い
で
す
。

　

謙
虚
と
は
「
微
力
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
精
一
杯
頑
張
ら
せ
て
も
ら

い
ま
す
。
力
の
足
り
な
い
と
こ
ろ

は
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
い
う
姿
勢
で
す
。
つ
ま
り
自
分

の
才
能
、
天
分
、
い
ま
あ
る
力
を

発
揮
し
、
人
と
の
つ
な
が
り
の
な

か
で
奉
仕
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
自

分
自
身
を
さ
ら
に
成
長
さ
せ
て
い

く
糧
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

10
年
間
、
日
東
精
工
の
代
表
取

締
役
社
長
を
務
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
多
く
の
方
々
か
ら
た
く
さ
ん

の
学
び
を
い
た
だ
け
た
こ
と
に
、

心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
ま
た

新
し
い
ス
テ
ー
ジ
で
皆
様
と
関
わ

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
正
己
語
録
は
今
号
を
も
っ
て
終
了
と
し
、

次
号
か
ら
新
連
載
を
予
定
し
て
い
ま
す
）。


